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く
ま
川
鉄
道
の
歴
史

　

昭
和
62
年
に
国
鉄
の
経
営
合
理

化
の
一
環
と
し
て
、
旧
国
鉄
湯
前

線
の
廃
止
が
決
定
し
た
こ
と
を
受

け
、
地
域
住
民
の
足
で
あ
る
「
鉄

道
」
を
残
す
た
め
、
署
名
活
動
や

様
々
な
運
動
が
官
民
一
体
と
な
っ

て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
元
年
に
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て「
く
ま
川
鉄
道
」

が
誕
生
し
、
20
年
以
上
が
経
過
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
鉄
道
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
、
現
在
で
は

開
業
当
時
の
「
公
共
交
通
機
関
を

な
く
し
て
は
な
ら
な
い
」「
通
学
・

生
活
の
足
で
あ
る
鉄
道
を
守
っ
て

い
こ
う
」
と
い
っ
た
熱
意
は
冷

め
、「
あ
っ
て
当
た
り
前
」「
自
家

存続の危機　くま川鉄道
〜本当になくなってもいいのですか〜

利
用
者
減
少
と　
　
　
　

　
　
　
危
機
的
経
営
状
況

　

平
成
２
年
度
に
１
４
０
万
人
を

超
え
て
い
た
利
用
者
は
年
々
減
少

し
、
平
成
20
年
度
に
は
約
83
万
人

と
実
に
40
％
以
上
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
主
な
理
由
は
、
利
用
客
の

約
80
％
を
占
め
る
通
学
定
期
利
用

者
が
少
子
化
や
自
家
用
車
の
普
及

に
よ
り
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
利
用
料
収
入
も
大

き
く
減
少
し
、
会
社
の
経
営
を
安

定
さ
せ
る
た
め
積
み
立
て
ら
れ
て

利用乗車実績表

141万
5,071人

106万
5,551人

98 万
1,675人

82 万
5,981人

-4,100 万円

-5,100 万円

-5,200 万円

-6,600 万円
-7,600 万円

用
車
が
あ
る
か
ら
、
な
く
な
っ
て

も
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
意
識
さ
え

生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

い
る
基
金
を
、
近
年
は
毎
年
６
〜

７
千
万
円
取
り
崩
し
て
赤
字
を
補

て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

各
市
町
村
か
ら
の
拠
出
や
寄
付

な
ど
に
よ
り
開
業
時
５
億
７
千
万

円
あ
っ
た
基
金
は
、
平
成
21
年
度

末
で
約
１
億
２
千
万
円
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
あ
と
2
年
で
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
鉄
道
の
維
持

に
必
要
な
車
両
や
線
路
の
維
持
管

理
さ
え
で
き
な
く
な
り
、「
く
ま

川
鉄
道
」
の
存
続
自
体
が
不
可
能

に
な
り
ま
す
。

営業赤字状況

ガラガラの車内

老
朽
化
し
た
車
両

開業を伝える広報ひとよし

特集
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生
き
残
り
へ
の
取
り
組
み

「
鉄
道
」
が
な
く
な
っ
た
ら

　

鉄
道
路
線
の
廃
止
が
地
域
の
衰

退
に
つ
な
が
っ
た
例
は
、
全
国
で

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
鉄
道
が
な
く
な
っ
た

ら
、
通
学
・
通
勤
や
病
院
へ
の
通

院
手
段
の
減
少
ば
か
り
で
は
な

く
、
入
り
込
み
客
の
減
少
や
駅
前

地
区
の
衰
退
な
ど
、
地
域
経
済
に

与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

１
年
に
１
回
家
族
で
乗
り
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
ま
で
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
守
っ
て
き
た
マ
イ
レ
ー
ル
「
く
ま
川

鉄
道
」

　

も
う
一
度
発
足
当
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
公
共
交
通
機
関
が
必
要
な

人
の
た
め
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た
ち
が
利
用
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
、
今
よ
り
も
１
年
１
回
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
、
赤
字
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
機
会
を
見
つ
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
く
ま
川
鉄
道
」
は
、
現
在
生

き
残
り
を
か
け
て
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
足
と
し
て
、
公
共
交
通

機
関
の
役
割
は
果
た
し
な
が
ら
、

利
用
者
増
加
を
は
か
る
た
め
「
観

光
列
車
」
と
し
て
の
新
た
な
展
開

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

観
光
列
車
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
１
」「
Ｋ

Ｕ
Ｍ
Ａ
２
」
は
九
州
新
幹
線
つ

ば
め
な
ど
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る

水み
と
お
か
え
い
じ

戸
岡
鋭
治
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

も
の
で
、
沿
線
の
観
光
資
源
を
活

か
し
た
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
旅
」
や
各
種
ツ

ア
ー
な
ど
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
イ
ベ
ン
ト
列
車
」
と

し
て
も
、恒
例
の
「
ビ
ー
ル
列
車
」

に
続
い
て
「
球
磨
焼
酎
列
車
」
も

企
画
。
今
後
、
新
た
な
可
能
性
を

探
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
自
社
運
転
士

の
育
成
に
も
取
り
組
み
、
３
人
の

若
い
運
転
士
の
卵
も
誕
生
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
「
く
ま
川
鉄
道
」
を

残
し
て
い
く
た
め
、
会
社
も
精
一

杯
努
力
し
て
い
る
の
で
す
。

１枚の切符が救うマイレール

KUMA1・KUMA2

KUMA 旅チラシ

３人の若い運転士

通学風景

問合せ　市企画課交流推進係（☎２２– ２１１１内線２２２１）
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構造別

　自　主　財　源　　人吉市が自主的に収入するもの

 市 税
市民・事業所から納められる税金
 そ の 他
使用料・手数料・繰越金・繰入金など

　依　存　財　源　　国や県から収入されるもの

 地方交付税
国が財政状況に応じて配分するお金
 国庫支出金
特定の事業のため国から交付されるお金
 県 支 出 金
特定の事業のため県から交付されるお金
 市 債
特定の事業のため借り入れるお金
 そ の 他
地方譲与税や各種交付金など

人 吉 市 の

予 算

137 億 5,640 万 5千円

平成 22年度人吉市一般会計予算

市税
26.6％

その他
6.6％

地方交付税
34.2％

国庫支出金
13.5％

県支出金
8.9％

市債
5.7％

その他
4.5％ 自主財源

33.2％

依存財源
66.8％

36 億 6,574 万 3 千円

9 億 514 万 4 千円

47 億円

18 億 6,026 万 3 千円

7 億 8,650 万円

12 億 2,162 万 1 千円

6 億 1,713 万 4 千円

前
年
度
比
３
億
６
千
万
円
増

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
、
３

月
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

１
３
７
億
５
，
６
４
０
万
５
千
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る

と
、
約
３
億
６
千
万
円
の
増
に
な

り
ま
し
た
。

市
税
は
大
幅
な
減
の
見
込
み

　

歳
入
面
で
は
、
経
済
状
況
の

悪
化
を
反
映
し
、
市
税
が
約

１
億
５
千
万
円
の
減
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当
交

付
金
や
、
消
費
者
行
政
活
性
化

事
業
補
助
金
の
交
付
に
よ
り
約

６
億
５
千
万
円
の
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
発
行

額
は
、
学
校
改
修
事
業
が
終
了
し

た
こ
と
な
ど
で
、
約
１
億
５
千
万

円
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
借
入

を
減
ら
す
こ
と
で
、
私
た
ち
の
子

ど
も
・
孫
世
代
へ
の
負
担
が
少
し

で
も
軽
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

民
生
費
・
総
務
費
な
ど
が
増

　

歳
出
面
で
は
、
新
た
に
支
給
さ

れ
る
子
ど
も
手
当
や
、
去
年
開
設

し
た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
使
う

経
費
な
ど
の
た
め
、
民
生
費
が
約

５
億
８
千
万
円
の
増
に
な
り
ま
し

た
。
総
務
費
で
は
、
職
員
の
人
件

費
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
10
年
に
１
度
行
わ
れ
る
国
勢

調
査
の
大
規
模
調
査
や
、
人
吉
出

身
の
偉
人
・
日
野
熊
蔵
の
初
飛
行

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
経
費
な

ど
に
よ
り
、
約
１
億
７
千
万
円
の

増
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労

働
費
に
は
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き

求
職
者
に
対
す
る
雇
用
創
出
事
業

と
し
て
約
１
億
４
千
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
た

め
に
は
、
健
全
な
財
政
運
営
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
厳
し
い
財
政
状

況
は
続
き
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
活
用
し
健
全
な
財

政
を
目
指
す
予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。

歳入
人吉市に平成 22 年度の１年間に入ってくる予定の金額の内訳です。自主財源と依存財源の構造
別に分けて表しています。

さらに詳しい内容については、市のホームページをご覧ください！　市ホームページ：http://www.city.hitoyoshi.lg.jp
【問合せ】市財政課財政係（☎ 22-2111 内線 2326）
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 民 生 費
子どもや高齢者などの支援に使うお金
 公 債 費
市の借金（市債）を返済するお金
 衛 生 費
健康診断やごみ処理などに使うお金
 総 務 費
市の全般的な運営管理に使うお金
 土 木 費
道路や橋などの整備や維持管理に使うお金
 教 育 費
小中学校や生涯学習などに使うお金
 消 防 費
消防組合負担金、消防団活動などに使うお金
 商 工 費
商工・観光振興に使うお金
 農林水産業費
農業・林業振興に使うお金
 そ の 他
議会費、労働費、災害復旧費など

目的別

民生費
39.5％

公債費
11.5％

衛生費
11.5％

総務費
11.3％

土木費
7.4％

教育費
7.0％

消防費
3.7％

商工費
3.1％

農林水産業費2.1％ その他 2.9％ 54 億 3,011 万円

15 億 8,745 万 9 千円

15 億 7,475 万 3 千円

15 億 5,648 万 9 千円

10 億 1,262 万 9 千円

9 億 6,291 万 4 千円

5 億 639 万 7 千円

4 億 2,678 万 1 千円

2 億 8,548 万 1 千円

4 億 1,339 万 2 千円

各歳出費目ごとの主な事業名 予　算　額

民 生 費
保育所運営費負担金 11億1,270万2千円
子ども手当支給事業 5億7,083万円
地方消費者行政活性化事業に要する経費 1,103万1千円

衛 生 費
人吉球磨広域行政組合負担金（し尿・ごみ処理施設・葬斎場） 11億107万4千円
一般廃棄物収集・運搬業務委託 9,956万8千円
予防接種委託料 4,767万8千円

総 務 費
電算管理運営経費 6,797万2千円
国勢調査に要する経費 1,555万9千円
日野熊蔵初飛行100周年記念事業に要する経費 1,360万円

土 木 費
公共下水道事業特別会計繰出金 2億9,000万円
道路新設改良事業（下林南願成寺線など） 1億3,669万円
橋梁長寿命化修繕計画策定事業 380万円

教 育 費
カルチャーパレス特別会計繰出金 7,310万円
ひとよし春風マラソン実行委員会補助金 450万円
岩屋熊野座神社保存修理事業補助金 318万8千円

消 防 費 人吉下球磨消防組合負担金 3億9,743万6千円
防災基盤整備事業（防火水槽築造工事など） 2,193万6千円

商 工 費
中小企業経営安定資金等貸付預託金 1,750万円
地域情報通信基盤整備事業 372万5千円
じゅぐりっと博覧会実行委員会補助金 200万円

農林水産業費 森林整備地域活動支援事業（交付金） 1億4,145万円
健康農産物ブランド化推進事業 94万4千円

労 働 費 ふるさと雇用再生特別交付金事業及び緊急雇用創出事業 1,414万5千円
人吉市シルバー人材センター補助金 1,423万円

歳出
人吉市が平成 22 年度の１年間に使う予定の金額の内訳です。使用目的別に分けて表しています。
また、各費目ごとの主な使用事業とその予算額も表しています。

さらに詳しい内容については、市のホームページをご覧ください！　市ホームページ：http://www.city.hitoyoshi.lg.jp
【問合せ】市財政課財政係（☎ 22-2111 内線 2326）
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あなたの国民年金 このままで大丈夫！？

公的年金制度は、『世代と世代の支え合い』を理念としている『世代間扶養』のしくみです。
現役世代が支払う保険料で高齢者世代を支え、やがて働き手が老後を迎え、新しい世代によって支えられるこ

とになるのです。
　つまり、公的年金制度があるからこそ、老後の生活費を心配せずに暮らすことができるのです。

老齢基礎年金２人分の満額は毎月13万2,000円。
　この額を個人で確保するためにはパート労働なら時給650円で、月200時間以上が必要です。あなたは65歳

以降、１日８時間の労働を何歳まで続けることができますか？
　公的年金制度は、長い老後の安心と、みんなを生涯守ってくれる大切なものです。あなたは老後の生活費をどうし
ますか？

人生には、事故にあったり、病気になったりといった“万が一”のことが起こる場合があります。
　そんな時に、公的年金が障害年金や遺族年金であなたをサポートします。こうした“万が一”の保障は、老後

生活の保障以上に価値があるのです。
ただし、こうした年金も、当然のことながら保険料の未納が続いていると受けられなくなってしまいます。予測不可
能なことだけに、起こってから未納を後悔しても遅すぎます。あなたは大丈夫ですか？

少子高齢化の進行にともない、保険料の額が増加することは避けられませんが、年金給付水準を見直し、さらに
一定の積立金の運用収入をあてるなどして、将来世代の負担が大きくならないようにしていきます。

　こうして年金制度への不安な部分の改正を行い調整しています。
　公的年金制度はつぶれることはありません。公的年金制度の理念である『社会全体での世代間扶養』の考え方を正
しく理解し、守り育てていきましょう。

国民年金の保険料納付は法律で義務付けられています。

老後？何とかなるでしょ…

高齢者世帯の96％が公的年金を受給。
そのうち58％は公的年金だけが収入源です。

年金？まだまだ先のことだし…

年金は、老後だけではありません。もしもの場合にもらえる年金があります。

どうせもらえないんでしょ？

国が責任をもって運営している制度です。年金制度がつぶれることはありません。

問合せ　八代年金事務所（☎０９６５–３５–６１２３）　
　　　　市保険年金課国保年金係（☎２２–２１１１内線１２２２）

保険料？周りも納めてないし…
熊本県国民年金

イメージキャラクター
ミナクルちゃん

96％ 58％

年金受給
収入が年金のみ
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　お子さんのお世話ができないときや家事・介護などができないときなどに、低料金で家庭生活支援
員を派遣します。

「ひとり親家庭等日常生活支援事業」を
ご活用ください！！

利用料金

利用世帯の区分
料　金（１時間当たり）

生活援助 子育て支援

生活保護世帯または
市民税非課税世帯 無　料 無　料

児童扶養手当支給水準世帯 150 円 70 円

上記以外の世帯 300 円 150 円

問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２– ２１１１内線１１４５）

支払方法　後日、市から送付される納付書でお支払いください。

　具体的には、生活環境などの激変により、日常生活を営むことに支障が生じている場合
や、技能修得のため通学・就職活動など自立促進のために必要な場合、冠婚葬祭、病気、出産、
看護、事故、災害、出張、学校などの公的行事の参加など必要と認められる場合に利用で
きます。

対象者　・20 歳未満までの子どもがいる母子世帯の母および父子世帯の父
　　　　・寡婦の方
内　容　・生 活 援 助…家事、介護などの日常生活の援助
　　　　　（例：掃除、身の回りの世話、食事の介護、生活必需品の買い物、
　　　　　病院などとの連絡）
　　　　・子育て支援…保育サービスなどの手助け
　　　　　（例：乳幼児の保育、食事の世話、留守番など）
場　所　・生 活 援 助…援助を受ける方の自宅
　　　　・子育て支援…基本的に家庭生活支援員の自宅

お葬式に行かなきゃいけ

ないのに、子どもを見て

くれる人がいない・・・

困ったわ・・・

家庭生活支援員があなたに
代わって、日常生活の援助
や保育サービスを行います。
安心してお任せください！
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　 ひ と よ し の 人　

４
月
は
「
始
ま
り
」
の
季
節
。
今
年
の

４
月
、
日
夜
、
私
た
ち
の
地
域
を
守
っ

て
い
る
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
に
、
初
め
て

女
性
消
防
士
が
誕
生
し
た
。新
門
美
香
さ
ん
。

18
歳
。

　

高
校
生
の
夏
、
水
泳
部
の
練
習
で
市
民

プ
ー
ル
を
訪
れ
た
と
き
、
水
難
救
助
の
訓
練

に
励
む
消
防
士
た
ち
の
姿
を
見
た
。
今
ま
で

「
消
火
活
動
が
主
だ
と
思
っ
て
い
た
」
消
防

士
の
仕
事
。「
自
分
の
得
意
な
水
泳
が
人
の

役
に
立
て
ら
れ
る
」。
消
防
士
の
仕
事
が
あ

こ
が
れ
に
な
っ
た
。「
最
初
は
驚
か
れ
ま
し

た
」
と
い
う
両
親
や
友
人
た
ち
も
応
援
し
て

く
れ
て
、
見
事
採
用
試
験
に
合
格
。
初
め
て

制
服
を
着
た
と
き
は
「
似
合
わ
な
い
な
」
と

思
っ
た
そ
う
だ
。

　

現
在
は
、
消
防
学
校
で
消
防
士
の
基
礎
を

勉
強
中
の
彼
女
。
大
多
数
が
男
性
と
い
う
環

境
も
気
に
は
な
ら
な
い
。「
男
性
と
は
体
力

の
差
が
あ
る
の
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
カ

バ
ー
し
な
け
れ
ば
」
と
や
る
気
ま
ん
ま
ん
。

そ
ん
な
消
防
学
校
で
新
門
さ
ん
が
最
も
大
変

だ
と
い
う
の
が
消
防
士
の
基
本
動
作
を
繰
り

返
し
反
復
す
る
礼
式
訓
練
。「（
消
防
学
校
で

訓
練
中
の
）
１
０
２
人
全
員
の
動
作
を
そ
ろ

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。

　
「
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
一
人
前
の
立

派
な
消
防
士
を
目
指
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」と
初
々
し
い
新
門
さ
ん
。「
消

防
士
は
男
性
が
多
い
職
場
で
す
が
、
女
性
で

も
や
っ
て
い
け
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

も
っ
と
女
性
の
方
に
も
消
防
士
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」

　

新
門
さ
ん
の
消
防
士
と
し
て
の
世
界
は
ま

だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

人吉球磨初の女性消防士

新門　美香 さん（東間上町）
＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

しんかど　みか
平成３年12月６日生まれ。ＡＢ型。
座右の銘は「自分に厳しく、人に優し
く」特技は水泳などスポーツ全般。趣
味は買い物。人吉下球磨消防組合中央
消防署の堂本副署長は「強い意志を
持って、感謝の気持ちと人への優しさ
を忘れずに成長していってほしい」と
エールを送る。
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〝
市
民
み
ん
な
が
笑
顔
に
あ
ふ

れ
、
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
「
ひ
と
よ
し
」〟
そ
ん
な

わ
が
ま
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
城
ま
つ
り
へ
の
出

演
な
ど
で
お
な
じ
み
の
「
鬼
木
町

臼
太
鼓
踊
り
保
存
会
」
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

臼
太
鼓
踊
り
の
歴
史
は
古
く
、

相
良
藩
主
が
、
武
道
奨
励
を
勧
め

る
た
め
は
じ
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
36
年
に
は
熊
本
県
の
重
要

無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
。
一
軍

総
大
将
の
「
頭か

し
ら
」、
徒
歩
部
隊
の

侍
大
将
「
脇わ

き

」、
騎
馬
部
隊
の
侍

大
将
「
関せ

き
」、
鉦か

ね
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
「
兵
士
」
に
よ
り
、
勇
壮

な
戦
の
様
子
を
再
現
！
か
つ
て
は
、

鬼
木
地
区
の
長
男
だ
け
に
受
け
継

が
れ
た
踊
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

本
市
を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
と

し
て
そ
の
評
価
は
高
く
、
国
民
文

化
祭
や
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
、
団
体

観
光
客
へ
の
披
露
な
ど
多
い
と
き

に
は
年
間
80
回
近
い
出
演
依
頼
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
大
人
６
人
と
小
学
３

〜
６
年
生
の
子
ど
も
５
人
の
11
人

編
成
。

　

お
話
し
を
お
伺
い
し
た
保
存
会

相
談
役
の
犬
童
等
一
さ
ん
は
、「
臼

太
鼓
踊
り
は
、
相
良
７
０
０
年
の

歴
史
・
文
化
と
と
も
に
引
き
継
が

れ
て
き
た
地
域
の
宝
物
。
町
内
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
未
来

へ
残
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
の
上
田
正
行
さ
ん

は
「
近
年
、
出
演
機
会
が
減
っ
て

い
た
が
、
昨
年
は
大
幅
に
増
え
て

う
れ
し
い
。
青
井
阿
蘇
神
社
の
国

宝
指
定
と
Ｓ
Ｌ
復
活
に
あ
わ
せ
、

自
分
た
ち
も
何
か
で
き
な
い
か
と

考
え
て
、
一
昨
年
か
ら
人
吉
駅
前

や
青
井
阿
蘇
神
社
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
踊
り
披
露
を
は
じ
め
た
。
観

光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
、励
み
に
な
る
」

と
喜
び
の
声
。

　

人
吉
駅
前
の
か
ら
く
り
時
計
に

も
「
特
別
出
演
」
し
て
い
る
臼
太

鼓
踊
り
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鬼木町臼太鼓踊り保存会のみなさん

わが人
ま ち

吉の

保存会 会長 
上田 正行さん

保存会 相談役（前会長） 
犬童 等

とういち
一さん
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おもてなしとまちの元気　春のじゅぐりっと博覧会開催中

平和への思いを胸に
人吉市戦没者追悼式

　

４
月
21
日
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

人
吉
市
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
、

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

遺
族
な
ど
２
０
４
人
が
参
列
し
、
英
霊

１
，
４
４
１
柱
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

式
で
は
、
黙
と
う
の
後
、
田
中
市

長
が「
平
和
と
繁
栄
は
、戦
没
者
の
方
々

の
尊
い
犠
牲
の
う
え
に
築
か
れ
た
も
の

で
、
ご
遺
族
皆
さ
ま
の
た
ゆ
み
な
い
努

力
の
賜
物
」
と
追
悼
の
言
葉
が
あ
り
、

続
い
て
人
吉
市
遺
族
会
会
長
の
野
中
藤

男
さ
ん
な
ど
に
よ
る
慰
霊
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
は
、
次
々
と
ス
テ

ー
ジ
上
に
設
置
さ
れ
た
慰
霊
塔
へ
献
花
。

静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
春
の
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と

博
覧
会
が
開
幕
。
市
内
各
所
で
い
ろ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
25
日
に
は
、
老
神
神
社
境
内
に

あ
る
安
産
と
婦
人
病
に
ご
利
益
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
淡
島
神
社
で
、「
ミ
ニ
鳥

居
く
ぐ
り
」
と
お
茶
接
待
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

は
「
ひ
と
よ
し
歌
謡
祭
＆
塚
原
哲
平
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
」
も
開
催
。
市
内
の
実
力

派
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
手
12
人
と
本
市
出
身

の
演
歌
歌
手
・
塚
原
哲
平
さ
ん
の
す
ば

ら
し
い
歌
声
に
満
員
の
観
客
は
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
５
月
31
日

ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
博
覧
会
。
魅
力

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
皆
さ
ん
も
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

〜
５
月
６
日
以
降
の
催
し
も
の
〜

９
日
（
日
）【
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
】

　

■
紙
飛
行
機
大
会

　

■
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

　

■
食
の
お
も
て
な
し

14
日
（
金
）・
15
日
（
土
）【
人
吉
城
跡
】

　

■
歴
史
的
文
化
遺
産
に
お
け
る
二
夜

連
続
コ
ン
サ
ー
ト

16
日
（
日
）

　

■
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
ば
い

【
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
】

　

■
く
ま
川
さ
ん
ぽ
市
【
九
日
町
】

30
日
（
日
）【
人
吉
駅
ほ
か
】

　

■
人
吉
相
良
藩
甲
冑
隊
出
陣

駅から出たらすぐ見えます！
からくり時計設置場所移動

　

人
吉
駅
前
で
観
光

客
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
か
ら
く
り
時
計

が
、
今
ま
で
の
場
所

か
ら
北
東
方
向
に
20

メ
ー
ト
ル
移
動
し
ま

し
た
。

　

移
動
工
事
は
、
14

日
か
ら
17
日
ま
で
の

４
日
間
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
ま
で

の
か
ら
く
り
時
計
の
設
置
場
所
は
車
道
に
近
く
、
観
光
客
が
時
計
の
作
動
を
見

る
時
に
危
険
な
場
面
も
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
場
所
に
移
動
し
た
も
の
で
す
。

　

か
ら
く
り
時
計
の
移
動
は
、
ジ
ャ
ッ
キ
で
本
体
を
持
ち
上
げ
レ
ー
ル
上
を
移

動
さ
せ
る
方
法
で
進
め
ら
れ
、
16
日
の
午
後
４
時
13
分
、
無
事
に
現
在
の
位
置

に
到
着
し
ま
し
た
。

10広報ひとよし　５月号



交通ルール違反は一刀両断！
春の全国交通安全運動出発式

市内では囲碁交流大会が開催
ねんりんピック2011（ふれあい）人吉市実行委員会設立総会

栄光の巨人軍Ｖ９戦士
末次利光氏をまちづくり親善大使に任命

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
６
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広

場
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
市
交
通
指
導

員
や
運
送
業
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
高
橋
人
吉
警
察
署
長

が
「
安
全
で
快
適
な
人
吉
球
磨
づ
く
り

に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
市
若
手
職
員
が
結
成
し

て
い
る「
舎と

ね
り人

隊
」の
池
下
隊
長
が「
交

通
ル
ー
ル
違
反
は
一
刀
両
断
！
エ
イ
エ

イ
オ
ー
！
」
と
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
発
式
終
了
後
に
は
、
裁
判
所

前
の
市
道
で
タ
ッ
チ
運
動
も
あ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に「
安
全
運
転
に
ご
協
力
を
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。

球磨の流れに　ひな浮かぶ
人吉球磨は、ひなまつり「流しびな」

　

２
月
１
日
に
始
ま
っ
た
「
人
吉
球
磨

は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
が
、
３
月
31
日
、

く
ま
川
下
り
人
吉
発
船
場
で
行
わ
れ
た

「
流
し
び
な
」
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

観
音
院
の
山
崎
住
職
に
よ
る
読
経
・

焼
香
の
あ
と
、
人
間
び
な
に
扮
し
た
人

吉
市
と
あ
さ
ぎ
り
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
や
関
係
者
が
、
ひ
な
人

形
へ
の
感
謝
と
と
も
に
和
紙
製
の
ひ
な

人
形
を
球
磨
川
に
流
し
ま
し
た
。

　

人
形
び
な
に
な
っ
た
、
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ヴ
ォ
ー
ダ
ー
さ
ん
は「
お

し
ゃ
れ
な
服
装
が
で
き
て
う
れ
し
い
。

球
磨
川
下
り
の
船
に
乗
っ
た
の
も
流
し

び
な
も
初
め
て
」
と
う
れ
し
そ
う
に
コ

メ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
元
巨
人
軍
Ｖ
９
戦
士
末

次
利
光
氏
が
、
13
人
目
と
な
る
ま
ち
づ

く
り
親
善
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

末
次
氏
は
麓
町
出
身
で
、
中
学
時
代

ま
で
人
吉
で
過
ご
さ
れ
た
後
、
鎮
西
高

校
、
大
学
野
球
を
経
て
プ
ロ
野
球
巨
人

軍
に
入
団
。
長
嶋
氏
、
王
氏
と
と
も
に

５
番
打
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
上
哲
治
記
念
球
場
で
の
任
命
式
後

に
は
、
第
41
回
末
次
旗
少
年
野
球
大
会

の
始
球
式
に
登
場
。
そ
の
後
、
講
演
会

も
行
わ
れ
「
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
感
謝

の
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
。
努
力
と
工

夫
を
重
ね
、
あ
き
ら
め
な
い
で
ト
ラ
イ

し
て
ほ
し
い
」と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
開
か

れ
る
全
国
規
模
の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
が
、
来
年
熊
本
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
県
内
13
市
町
で
22
種
目
が
行
わ

れ
、
人
吉
市
も
囲
碁
交
流
大
会
の
会
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
囲
碁
交
流
大

会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
実
行
委
員
会

設
立
総
会
が
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、

市
内
の
福
祉
団
体
、
囲
碁
競
技
団
体
な

ど
が
集
ま
り
、実
行
委
員
会
の
設
立
や
、

会
則
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
定
期
的
に
実
行
委
員
会
や
運
営
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。ま
た
、

今
年
の
７
月
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で
全
九
州
囲
碁

ペ
ア
オ
ー
プ
ン
戦
も
開
催
予
定
で
す
。
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響く歌声　華麗な舞
全九州民謡民舞の祭典

人吉が生んだ植物学者　前原勘次郎の世界
人吉城歴史館春季特別展

ありがとうＳＬ人吉
ＳＬ人吉運行開始１周年記念イベント

人
吉
高
等
女
学
校
な
ど
で
勤
務
を

し
な
が
ら
植
物
の
採
集
と
研
究
を
続
け

ら
れ
、
人
吉
球
磨
地
域
で
数
多
く
の
新

種
を
発
見
さ
れ
た
前
原
勘
次
郎
氏
の
標

本
を
展
示
し
た
人
吉
城
歴
史
館
春
季

特
別
展
が
４
月
22
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
展
示
は
、
人
吉
城
跡
で
発
見
さ
れ

「
ひ
と
よ
し
」
の
地
名
が
入
る
絶
滅
危

惧
種
「
ヒ
ト
ヨ
シ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
」

な
ど
の
標
本
38
点
。
標
本
の
整
理
に
携

わ
れ
た
市
内
の
植
物
学
者
乙お

と
ま
す益
先
生

は
「
人
吉
の
宝
を
知
っ
て
後
世
に
伝
え

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
別

展
は
６
月
30
日
ま
で
。
入
館
料
は
一
般

２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
第
２

月
曜
が
休
館
で
す
。

　

昨
年
の
Ｓ
Ｌ
人
吉
運
行
開
始
か
ら
１

年
が
経
過
し
た
４
月
25
日
。人
吉
駅
で
、

運
行
開
始
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
球
磨
川
太
鼓
演
奏
に
よ
る
お

出
迎
え
の
ほ
か
、
乗
客
へ
の
ミ
ニ
き
じ

馬
な
ど
の
配
布
。
人
吉
温
泉
女お

か
み将

の

会
「
さ
く
ら
会
」
に
よ
る
紅
茶
や
お
菓

子
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
乗
客

か
ら
は
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
に

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年

３
万
２
千
人
の
利
用
が
あ
り
、
見
学
の

た
め
の
駅
入
場
券
購
入
者
も
１
万
５
千

人
あ
っ
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

消防団も新体制に
人吉市消防団春季総会

　

４
月
15
日
、
市
役
所
で
人
吉
市
消

防
団
春
季
総
会
が
開
催
さ
れ
、
消
防
団

の
各
部
長
以
上
の
幹
部
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

川
野
消
防
団
長
か
ら
新
任
幹
部
26
人

に
辞
令
交
付
が
あ
っ
た
あ
と
、
田
中
市

長
が
「
今
年
は
県
と
合
同
で
防
災
訓
練

を
開
催
す
る
。
人
吉
市
消
防
団
の
名
に

か
け
て
訓
練
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
川
野
団
長
が
「
日
ご

ろ
の
消
防
団
活
動
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら

れ
る
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
21
年
度
事
業
報
告
、

監
査
報
告
な
ど
７
つ
の
議
案
が
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
９
・
10
日
の
両
日
、
全
九
州
民
謡
民
舞
の
祭
典
が
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
定
期
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
今
回
で
12
回
目
と
な
っ
た
こ
の

大
会
。
日
本
の
伝
統
文
化
が
、
九
州
各
県
か
ら
の
参
加
者
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
と

華
麗
な
舞
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
、
梅ば
い
え
ん宴
の
部
で
優
勝
し
た
鹿
児
島
県
奄
美
連
合
会
の
川
畑
さ
お
り

さ
ん
（
写
真
）
で
、

幼
稚
園
の
先
生
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
川
畑

さ
ん
は
「
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
喜
界
島

の
子
ど
も
た
ち
に
良

い
土
産
が
で
き
ま
し

た
。」
と
喜
び
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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健康づくりと交流
「大柿グラウンドゴルフクラブ」発足

響きわたる　天正の音色
天正遣欧使節のしらべ

親子一緒に　簡単パエリア
春休み！親子料理教室

　

４
月
４
日
に
「
大
柿
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」
発
足
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
中
神
町
大
柿
町
内
の
球
磨
川
左

岸
河
川
敷
に
、
町
内
で
整
備
に
取
り
組

ま
れ
た
「
紅
取
交
流
サ
ロ
ン
大
柿
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
」
が
完
成
し
た
こ
と

を
契
機
に
発
足
し
た
も
の
で
、
式
に
は

約
40
人
が
参
加
。才さ

い
お尾

町
内
会
長
は「
昨

年
４
月
か
ら
整
備
を
は
じ
め
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
よ
う
や
く
完
成
し

た
。
町
内
全
員
の
熱
意
と
汗
の
結
晶
で

あ
り
、
健
康
づ
く
り
の
場
、
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後
各
種
大
会
へ
の

参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

夢と希望を胸に抱いて
西瀬小学校入学式

　

４
月
は
入
学
式
の
シ
ー
ズ
ン
。
８

日
・
９
日
に
市
内
小
中
学
校
入
学
式
が

行
わ
れ
、
小
学
校
３
０
９
人
、
中
学
校

３
６
９
人
の
新
１
年
生
が
誕
生
し
ま
し

た
。
西
瀬
小
学
校
で
は
、
男
子
17
人
、

女
子
22
人
の
39
人
が
新
１
年
生
と
し
て

入
学
式
に
参
加
し
ま
し
た
。　

　

式
で
は
、
担
任
紹
介
、
入
学
児
童
報

告
、
校
長
・
来
賓
あ
い
さ
つ
、
校
歌
斉

唱
な
ど
の
あ
と
、
２
年
生
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま

し
た
。
初
々
し
い
新
１
年
生
た
ち
は
、

や
や
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
入
学

の
喜
び
と
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
楽
し
い

学
校
生
活
へ
の
期
待
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

春
休
み
中
の
４
月
３
・
４
日
の
両
日
、
東
西
コ
ミ
セ
ン
で
親
子
料
理
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
は
、
６
親
子
15
人
が
参
加
し
、「
フ
ラ
イ
パ
ン
で
簡
単
パ

エ
リ
ア
」「
今
が
旬
！
カ
ブ
と
ツ
ナ
の
ス
ー
プ
」「
オ
ー
ブ
ン
い
ら
ず
!!
濃
厚
レ

ア
風
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
の
３
品
に
挑
戦
。
パ
エ
リ
ア
完
成
間
近
の
正
午
前
に
な

る
と
、
調
理
室
は
ガ
ー
リ
ッ
ク
の
い
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
参
加
し
た
女
の
子
は
「
お
う
ち
で
も
一
緒
に
つ
く
り
た
い
」
と

　

３
月
27
日
に
、
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー

ル
で
、
４
０
０
年
以
上
昔
、
４
人
の
少

年
が
海
を
渡
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し

た
天
正
遣
欧
使
節
団
が
日
本
に
伝
え
た

楽
器
リ
ュ
ー
ト
と
リ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る

演
奏
会
「
天
正
遣
欧
使
節
の
し
ら
べ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
者
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
国
立
高
等
音
楽
院
古

楽
科
で
日
本
人
で
は
初
め
て
リ
ュ
ー
ト

の
高
等
課
程
修
了
さ
れ
た
井
上
周ち

か
こ子

さ

ん
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
出
演
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
飯
塚
直
子
さ
ん
。

　

集
ま
っ
た
観
客
は
、
２
人
が
奏
で
る

悠
久
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
引
き
込
ま
れ
、

演
奏
が
終
わ
る
た
び
に
い
つ
ま
で
も
惜

し
み
な
い
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。

ニ
ッ
コ
リ
。
参

加
し
た
親
子
み

ん
な
で
お
い
し

く
い
た
だ
い

て
、
食
べ
き
れ

な
か
っ
た
分
は

お
土
産
に
し
て

持
ち
帰
り
ま
し

た
。
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　公民館で楽しく学んで、知識や技術を習得。生きがいのある生活にしませんか？あなたの学びが地域づくりや仲間
づくりにつながります。他校区からの受講もできます。多くの方の申し込みをお待ちしています。（先着順）
対 象 者　市内在住の成人の方
募集期間　５月10日（月）〜 20日（木）※東西コミセンは10日（月）〜 17日（月）です。お間違えのないように！
受 講 料　１コースにつき全12回で３，０００円
申込方法　各校区公民館に受講料を添えて直接お申し込みください。（電話・郵送での申し込みはできません）

平成22年度　校区公民館講座受講生募集

東西公民館
（コミセン）

【城本町1088】
☎２８–３２３０

コース名 講　師 学習日（原 則） 時　間 募集定員
か な 書 道 山本　徳舟 第１・３火曜 13：30 ～ 15：30 ２５人
３ Ｂ 体 操 東　　裕子 第２・４月曜 19：30 ～ 21：30 ２０人
健 康 太 極 拳 徳澄　恵子 第１・３月曜 19：30 ～ 21：30 ４０人
リ フ ォ ー ム 中本　ミサオ 第２・４木曜 13：30 ～ 15：30 １５人
英 会 話 田代　伸子 第２・４木曜 10：00 ～ 12：00 １５人
料 理 （ 男 性 ） 大久保　典子 第１・３木曜 13：30 ～ 17：00 １５人
着 物 着 付 渕田　英子 第１・３火曜 10：00 ～ 12：00 ２０人
茶 道 山下　文子 第２・４水曜 13：30 ～ 15：30 ２０人

東間公民館
（コミセン）

【蟹作町1531-1】
☎２４–３３８１

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
社 交 ダ ン ス 山本　矩子 第２・４月曜 19：30 ～ 21：30 ３０人
フ ラ ダ ン ス 小出　喜代 第１・３火曜 13：30 ～ 15：30 ３０人
絵 手 紙 谷水　佐代子 第１・３水曜 13：30 ～ 15：30 ２０人
吟 詠 岩井　容子 第２・４水曜 10：00 ～ 12：00 ２０人
３ Ｂ 体 操 椎　　マスエ 第１・３木曜 19：30 ～ 21：30 ３０人

※吟詠の学習会場は
青少年ﾎｰﾑ(西間下町)です

絵 画 横枕　五十雄 第２・４木曜 13：30 ～ 16：00 ２０人
民 舞 山下　和子 第２・４木曜 19：30 ～ 21：30 ２０人

大畑公民館
（コミセン）

【大畑町4071-2】
☎２３–０８３０

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
竹 細 工 宮尾　輝光 ９月上旬～10月上旬 9：00 ～ 16：00 １５人
着 物 着 付 渕田　英子 第２・４木曜 10：00 ～ 12：00 １５人
い け 花 （ 小 原 流 ） 木野　淨子 第２・４水曜 19：00 ～ 21：00 １５人
書 道 西田　正伸 第２・４木曜 19：00 ～ 21：00 １５人
フ ラ ダ ン ス 古川　京子 第２・４月曜 19：00 ～ 21：00 １５人

西瀬公民館
（コミセン）

【下戸越町1063-1】
☎２２–６９３４

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
竹 細 工 大柿　信太 第１・３火曜 9：30 ～ 11：30 ２０人
健 康 太 極 拳 堀田　倫子 第１・３月曜 19：30 ～ 21：30 ２０人
男 性 料 理 山上　晃子 第２・４金曜 9：30 ～ 11：30 ２０人
３ Ｂ 体 操 西　　ヤツエ 第２・４月曜 9：30 ～ 11：30 ３０人
い け 花 （ 池 坊 流 ） 田中　純子 第２・４木曜 10：00 ～ 12：00 ２０人
自彊術（じきょうじゅつ） 延岡　由利子 第１・３木曜 19：00 ～ 21：00 ２０人
表 具 魚返　倫央 第１・３木曜 9：30 ～ 11：30 ２０人

中原公民館
（コミセン）

【下原田町荒毛2136】
☎２４–１７６４

コース名 講　師 学習日（原則） 時　間 募集定員
書 道 山本　徳舟 第１・３金曜 10：00 ～ 12：00 ２５人
社 交 ダ ン ス 山本　矩子 第１・３木曜 19：30 ～ 21：30 ３０人
３ Ｂ 体 操 西　　ヤツエ 第１・３火曜 19：30 ～ 21：30 ３０人
着 物 着 付 中渡　ヤエ子 第１・３水曜 19：30 ～ 21：30 ２０人
舞 踊 一ノ瀬　ミツ子 第２・４木曜 10：00 ～ 12：00 ２０人
写 真 豊永　和明 第１・３木曜 10：00 ～ 12：00 ２０人
卓 球 濱　　義寛 第２・４月曜 ９：30 ～ 11：30 ２０人

東間公民館
（コミセン）

コース名 講師 学習日（原則） 時間 募集定員
三 味 線 簑田　よし子 第１・３金曜 19：00 ～ 21：00 １０人
舞 踊 高山　綾子 第１・３土曜 14：00 ～ 16：00 ２０人

大畑公民館
（コミセン）

コース名 講師 学習日（原則） 時間 募集定員
太 極 拳 東　　千津子 第２・４金曜 13：30 ～ 15：30 １５人
３ Ｂ 体 操 古賀　美智子 第１・３水曜 20：00 ～ 22：00 １５人

＊受講生の皆さんで自主的に運営している講座です。詳しくは各コミセンにおたずねください。

⎧
⎭
⎩
自
主
講
座

14広報ひとよし　５月号
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POST　CARD

8 6 0 18 6 8

　 ふりがな

年齢：　　　　　歳　　　　　性別：　男・女
ペンネームなど

電話番号

◆お名前 

◆ご住所 

　このポストカードは、みなさ
んからのおたより（P.23）の
コーナーへのおたより（広報ひ
とよしへの感想や人吉への思
い、身近な出来事など）にお使
い下さい。官製はがきや封書、
メールでのおたよりも大歓迎で
す。お待ちしています。
メール：info@city.hitoyoshi.lg.jp

お手数ですが

50 円切手を

お貼り下さい

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

人吉市役所
　　秘書課
広報広聴係　行

（NO.2010.05）

お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
開
館
25
周

年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

大
会
」
開
催
の
た
め
、
図
書
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す
。

図
書
館臨

時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
入
札
を
行
い

ま
す
。

参
加
申
込　

５
月
25
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

6
月
８
日
（
火
）
午
後
11
時

入
札
実
施
（
せ
り
売
り
方
式
）

6
月
14
日
（
月
）
午
後
１
時
〜

6
月
16
日
（
水
）
午
後
11
時

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
公
売

物
件
ご
と
の
参
加
申
込
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
サ
イ
ト
上
に
あ
る

ヘ
ル
プ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
公
売

の
売
却
代
金
は
滞
納
市
税
に
充
て

ら
れ
ま
す
。
滞
納
税
が
公
売
前
に

完
納
さ
れ
た
場
合
に
は
、
該
当
物

件
の
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　
市
納
税
課
納
税
係

　

発
達
面
で
課
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
適
切

な
就
学
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

期
間　
6
月
、
9
月
、
10
月
に
随

時
、
個
別
に
実
施
し
ま
す
。

会
場　
球
磨
養
護
学
校
（
多
良
木

町
）

対
象
者　
人
吉
球
磨
、
水
俣
、
芦

北
地
区
の
4
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護

者
、
担
任
の
方
。

内
容　
施
設
・
設
備
の
見
学
、
学

習
体
験
、
教
育
相
談
な
ど

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

上
履
き
、
飲
み
物
、
弁
当
（
午
後

も
参
加
の
方
）

申
込
締
切　
参
加
日
の
１
週
間
前

ま
で

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
立
球
磨

養
護
学
校
（
☎
㊷
３
７
９
２
・
ＦＡＸ

㊷
６
９
３
８
）

球
磨
養
護
学
校

学
習
体
験
・
見
学
会

期
間　
５
月
15
日
（
土
）
〜

16
日
（
日
）

問
合
せ　

市
図
書
館
（
☎
㉔

３
５
１
８
）

市役所（代表） ☎22−２１１１

カルチャーパレス ☎24−３３１０ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎24−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４



↓点線に沿って切り取ってください

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
く
ら
し
安
心
相
談
員
が
、
問

題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
市
民
課
く
ら
し
安

心
相
談
係

募　
　
集

ポ
ル
ト
ガ
ル
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

試　
　
験

平
成
22
年
度　
大
学
卒
業
程
度

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

　

人
吉
市
の
姉
妹
都
市
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
共
和
国
ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市

へ
、
青
少
年
交
流
事
業
と
し
て
派

遣
す
る
市
内
在
住
の
中
高
校
生
・

専
門
学
校
生
を
募
集
し
ま
す
。
今

年
の
夏
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
素
晴
ら

し
い
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

①
派
遣
時
に
市
内
に
居
住
し
、
か
つ

市
内
の
中
学
校
・
人
吉
球
磨
地
域
の

高
校
、
専
門
学
校
（
た
だ
し
、
20
歳

未
満
と
す
る
）
に
在
籍
す
る
生
徒

②
国
際
交
流
や
青
少
年
活
動
に
熱

意
を
持
ち
、
帰
国
後
も
そ
の
経
験

を
継
続
し
て
活
か
す
こ
と
が
期
待

で
き
る
方
な
ど

③
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
方

④
事
前
研
修
、交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

帰
国
後
報
告
会
な
ど
に
参
加
で
き

る
方

派
遣
期
間　
７
月
31
日
（
土
）
〜

8
月
７
日（
土
）６
泊
8
日（
予
定
）

派
遣
人
数　
10
人
（
中
学
生
5
人

程
度
、
高
校
生
・
専
門
学
校
生
5

人
程
度
）

費
用
負
担
（
一
人
当
た
り
の
渡
航

費
は
約
30
万
円
）

　

一
般
市
民
の
方
に
九
州
山
地
の

森
林
や
樹
木
、
森
林
動
物
な
ど
の

生
態
的
特
徴
や
森
と
水
の
係
わ
り

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

講
座
名　
「
九
州
山
地
の
森
を
知

ろ
う
」

期
日　
5
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

会
場　
九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

（
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
）

対
象
者　
高
校
生
以
上

募
集
人
員　
20
人
程
度

費
用　
４
千
円
程
度

（
宿
泊
料
・
食
事
代
込
み
）

募
集
締
切　
5
月
14
日
（
金
）
必

着※
詳
細
は
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

問
合
せ　
九
州
大
学
宮
崎
演
習
林

（
☎
０
９
８
３
㊳
１
１
１
６
）

中
学
生　
費
用
負
担
な
し
（
一
人

当
た
り
30
万
円
補
助
）

高
校
生
以
上　
20
万
円
（
一
人
当

た
り
10
万
円
補
助
）

※
派
遣
後
、助
成
金
が
出
ま
す
が
、

金
額
は
未
定
で
す
。
な
お
、保
険
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
個
人
に
か
か

る
も
の
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

交
流
内
容　
現
地
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
長
表
敬

訪
問
、
ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
の
学
生

と
の
交
流
、
施
設
で
の
体
験
な
ど

募
集
締
切　
5
月
14
日
（
金
）

選
考
方
法

中
学
生　

①
学
校
長
の
推
薦
が

あ
っ
た
方
の
中
か
ら
、
面
接
に
よ

り
選
考　

②
面
接
日
＝
5
月
中
旬

〜
下
旬

高
校
生
以
上　
①
面
接
お
よ
び
作

文
、
応
募
書
類
を
参
考
に
選
考

②
面
接
日
＝
５
月
中
旬
〜
下
旬

応
募
方
法　
参
加
申
請
書
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
学
校
を

通
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
以
上
は
千
字
程
度
で

「
私
が
ア
ブ
ラ
ン
テ
シ
ュ
市
と
の

交
流
事
業
に
応
募
し
た
理
由
」
を

書
い
た
作
文
も
提
出
す
る
こ
と
。

参
加
申
請
書
と
募
集
要
項
は
、
市

企
画
課
と
市
内
各
中
学
校
・
人
吉

球
磨
地
域
の
高
校
、
専
門
学
校
に

あ
り
ま
す
。

※
派
遣
決
定
者
に
つ
い
て
は
、
事

前
説
明
会
お
よ
び
学
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ　
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局　
（
市
企
画
課
交
流
推

進
係
内
）

九
州
大
学
公
開
講
座

参
加
者
募
集

◆
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

受
験
資
格　
①
昭
和
53
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
方 

②
学
校
教



５
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈯
人
吉
お
城
ま
つ
り
（
〜
2
日
）

２
㈰

３
㈪
憲
法
記
念
日

ク
リ
ー
ン
人
吉
早
朝
清
掃

4
㈫
み
ど
り
の
日
、
相
良
藩
甲
冑
隊
お
も
て
な
し

石
野
公
園
子
ど
も
ま
つ
り
（
〜
５
日
）

５
㈬
こ
ど
も
の
日

６
㈭
広
報
配
布
、
心
配
事
相
談
所
、
無
料
法
律
相
談

７
㈮

８
㈯

９
㈰
紙
飛
行
機
大
会
、
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
タ

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

10
㈪
も
の
忘
れ
相
談

11
㈫

12
㈬

13
㈭
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

14
㈮
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
二
夜
連
続
コ
ン
サ
ー
ト（
〜
15
日
）

15
㈯
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
予
選
（
CP
）

16
㈰
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
（
CP
）

じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
ば
い

く
ま
川
さ
ん
ぽ
市

17
㈪
広
報
配
布

18
㈫
無
料
法
律
相
談

19
㈬

20
㈭
年
金
出
張
相
談
所

21
㈮

22
㈯

23
㈰
消
防
操
法
大
会

24
㈪

25
㈫
く
ら
し
の
相
談

26
㈬

27
㈭

28
㈮
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

29
㈯

30
㈰
梅
狩
り
、
人
吉
相
良
藩
甲
冑
隊
お
も
て
な
し

31
㈪

無
料
法
律
相
談
会

相　
　
談

健　
　
康

献
血
に
ご
協
力
を
！

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

　

憲
法
週
間
の
行
事
と
し
て
「
無

料
法
律
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
5
月
19
日
（
水
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

場
所　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

人
吉
支
部

相
談
員　
弁
護
士
、
調
停
委
員
、

裁
判
所
・
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
一
般
法
律
問
題
、
家

庭
問
題
、
金
銭
問
題
、
交
通
事
故

問
題
な
ど

問
合
せ　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判

所
人
吉
支
部
（
☎
㉓
４
８
５
５
）

【
自
動
車
税
納
付
は
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
】

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
４

月
30
日
付
け
で
郵
送
し
ま
す
。
納

期
限
の
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
各
地
域
振
興
局
税

務
課
、
熊
本
県
税
事
務
所
、
自
動

車
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税

の
税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す
】

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ

ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は

登
録
の
翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽

減
さ
れ
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た

環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
自

動
車
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
22
年
度
に
自
動
車
税
が
加

算
（
約
10
％
）
さ
れ
る
自
動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

（
平
成
９
年
３
月
31
日
以
前
の
初

度
登
録
車
）

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

（
平
成
11
年
３
月
31
日
以
前
の
初

度
登
録
車
） 税

・
料
金

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

◆
5
月
12
日
（
水
）

【
鍋
屋
本
館
】

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
0
時
30
分
〜
4
時

◆
５
月
23
日
（
日
）

【
人
吉
市
役
所
】

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

午
後
２
時
〜
４
時

※
４
０
０
ml
の
み
の
採
血
と
な
り

ま
す
。

　

５
月
23
日
は
消
防
操
法
大
会
が

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
平
日
は
仕
事
で
献
血
が
で
き

な
い
方
も
献
血
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

平
成
22
年
度
調
理
師
試
験

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度

で
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

２
年
以
上
の
調
理
業
務
従
事
経
験

が
あ
る
方

試
験
日　
８
月
31
日
（
火
）

試
験
地　
熊
本
県
立
大
学（熊

本
市
）

願
書
配
布　
５
月
12
日
（
水
）
か
ら

受
付
期
間　
６
月
14
日
（
月
）
〜

18
日
（
金
）

問
合
せ　

人
吉
保
健
所
（
☎
㉒

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
方

試
験
日　
７
月
11
日
（
日
）

試
験
内
容　
教
養
、
論
文

試
験
地　
熊
本
市

◆
警
察
行
政

受
験
資
格　
①
昭
和
56
年
４
月
２

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
ま
た
は
、
平
成
元
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
方

試
験
日　
６
月
27
日
（
日
）

試
験
内
容　
教
養
、
専
門

試
験
地　
熊
本
市
、
東
京
都

申
込
期
間　
5
月
10
日
（
月
）
〜

28
日
（
金
）

問
合
せ　

人
吉
警
察
署
総
務
課

（
☎
㉔
４
１
１
０
内
線
２
１
１
）

相
談
無
料

生
衛
業 

経
営
相
談
室

　

飲
食
関
係
、
食
肉
販
売
、
理
・

美
容
業
、
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
公
衆

浴
場
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な
ど

で
独
立
開
業
を
お
考
え
の
方
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
６
月
７
日
（
月
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
人
吉
保
健
所

相
談
員　
中
小
企
業
診
断
士
、
税

理
士
、
経
営
指
導
員

相
談
内
容　
経
営
相
談
、
融
資
相

談
、
税
務
相
談
な
ど

問
合
せ　
（
財
）
熊
本
県
生
活

衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
６–

３
６
２–

３
０
６
１
）

３
１
０
７
）、
県
健
康
づ
く
り

推
進
課
（
☎
０
９
６–

３
３
３–

２
２
５
２
）

問
合
せ　
県
球
磨
地
域
振
興
局
税

務
課
（
☎
㉔
５
７
９
３
）
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地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
奮
闘
す

る
消
防
団
。
人
吉
市
消
防
団
は
、
５
方
面

隊
・
７
分
団
・
21
部
と
、
女
性
消
防
隊
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
消
防
団
」
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
号
か
ら

各
部
（
隊
）

を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

お
楽
し
み

に
！
（
第
１

回
は
女
性
消

防
隊
で
す
）

人吉市消費生活センターが
移転しました！

　消防団とは、本業を持ちながら、「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神のもと、地
域の安全と安心のために活躍している人たちが集まる、市町村の消防機関の一つです。
　消防団員は、消防・防災についての知識や技術を習得し、火災発生時の消火活動や、地震や風
水害といった大規模災害発生時の救助・救出活動、警戒巡視、避難誘導、災害防ぎょ活動などを
行い、地域住民の生命や財産を守るために活躍しています。また、平常時にも、訓練のほか、応
急手当の普及指導、住宅への防火指導、特別警戒、広報活動など、地域での消防力・防災力の向
上に重要な役割を果たしています。

消防団とは

問合せ　人吉市消費生活センター（市役所くらし安心相談係）
　　　　☎２２– ２１１１内線１２１５・１２１６（受付時間：月〜金曜日（祝日除く）８：30 〜 17：00）

私たちが悩み解決のお

手伝いをします。一人で

悩まずご相談ください。

人吉市役所

正面玄関

人吉市消費生活センターとは
　市民の皆さんが安心・安全に生活できる「人
吉のまち」の実現を目指し、関係機関と連携し
たさまざまな相談業務を行っています。また、
消費生活に役立つ情報提供や消費者教育の実
施、消費者被害防止など、積極的な啓発事業も
行っています。↑

人吉市消費生活センター

く
ら
し
の

よ
ろ
ず
相
談

相
談
員
の
皆
さ
ん
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市社会教育課

詳細は市ホームページから

み
ぢ
か
な
こ
と
か
ら
エ
コ
講
座

市
環
境
課

検 索ラッソ で検索！

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

★４月の　　
　　新刊から★

市図書館
（☎㉔３５１8）

＊
５
月
の
休
館
日
は
、
４
日・10
日・15
日・16
日・

17
日
・
24
日
・
31
日
で
す
。

《 児 童 》A FISH 
OUT OF WATER

魚を水に入れましょう

　
急
が
な
い
で
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
「
永
遠
」

の
目
で
見
れ
ば
、
焦
る
時
間
、
急
ぐ
心
も
、
癒い

や
し
て

く
れ
る
。
人
生
に
起
こ
る
す
べ
て
を
じ
っ
く
り
味

わ
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

　
ち
っ
ち
ゃ
い
魚
を
買
っ
て
、
ひ
と
つ
ま
み
え
さ
を
あ

げ
た
ら
、も
っ
と
ほ
し
が
り
ま
し
た
。
か
わ
い
そ
う
だ
っ

た
の
で
、
箱
の
な
か
の
え
さ
を
ぜ
ん
ぶ
あ
げ
た
ら
・・・

英
語
を
楽
し
む
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
絵
本
で
す
。

《一般》
急がない

葉
よう

　祥
しょうめい

明 著ヘレン・パーマー 著
P・D・イーストマン 絵

木
き は ら

原　悦
え つ こ

子 訳

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
み
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
を
デ
パ
ー
ト
に
例
え
る
と
、
各
売
り

場
に
は
商
品
と
し
て
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
商
品
に
詳
し
い
店
員
の
役
割
を
果
た
す
指
導
者

が
い
ま
す
。

　

各
階
に
は
就
学
前
、
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
な
ど

の
フ
ロ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。
一つ
の
建
物
の
中
に
入
っ
て
い

る
こ
と
で
、
世
代
間
の
相
互
交
流
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

人
吉
市
で
も
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、
人
と
人
の

「
絆
」
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

←
平
成
22
年
度
の
会
員
カ
ー
ド
で
す
。

す
で
に
定
員
を
満
た
し
た
教
室
も
あ
り

ま
す
が
、
興
味
が
あ
る
方
は
ご
入
会
く

だ
さ
い
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は
「
樫
（
か
し
）」

「
ラ
ッ
ソ
」
は
「
絆
（
き
ず
な
）」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、

「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
ク
ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
総
合
型
ク
ラ
ブ
っ
て
何
？
」
で
す

Vol.11

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
つ
る
性
の
植
物
を
窓

辺
で
ネ
ッ
ト
な
ど
に
は
わ
せ
、
夏
の
強
い
日
差
し
を

さ
え
ぎ
る
こ
と
で
、
室
温
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
も
の
で
す
。

　

植
物
は
根
か
ら
吸
っ
た
水
を
葉
か
ら
蒸
発
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
周
り
の
空
気
か
ら
熱
を
奪

う
の
で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
周
り
は
ひ
ん
や
り

し
て
い
ま
す
。

　

室
温
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
の
使

用
も
少
な
く
な
っ
て
電
気
代
の
節
約
に
な
り
ま
す

し
、
実
の
な
る
植
物
を
育
て
れ
ば
食
材
が
手
に
入
っ

て
一
石
二
鳥
。

　

今
年
の
夏
は
、
楽
し
み
な
が
ら
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

用
意
す
る
も
の

・
種
（
苗
）

・
培ば

い
よ
う養
土

・
ネ
ッ
ト
（
つ
る
を
は
わ
せ
る
も
の
）

・
プ
ラ
ン
タ
ー
（
地
植
え
の
場
合
は
い
り
ま
せ
ん
）

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

・
水
を
し
っ
か
り
あ
げ
ま
し
ょ
う

・
成
長
に
あ
わ
せ
て
肥
料
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

・
愛
情
を
も
っ
て
そ
だ
て
ま
し
ょ
う

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
の
す
す
め
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ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

を
、
そ
の
ま
ま
ほ
う
っ
て
お
く
と
生
命

に
か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う　

　

ま
ず
は
、
自
分
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

Q1
腹
囲
は
何
セ
ン
チ
あ
り
ま
す
か
？

□
男
性　

85
ｃ
ｍ
以
上

□
女
性　

90
ｃ
ｍ
以
上

Q2
血
液
検
査
の
結
果
は
？

□ 

血
液
中
の
脂
質
異
常

・
中
性
脂
肪
値
１
５
０
ml
以
上

・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
40
ｍ

ｇ
／
ｄ
ｌ
未
満

※
２
つ
の
ど
ち
ら
か
ま
た
は
両
方

□
高
血
圧

・
最
高
血
圧
１
３
０
㎜
ｈ
ｇ
以
上

・
最
低
血
圧
85
㎜
ｈ
ｇ
以
上

※
２
つ
の
ど
ち
ら
か
ま
た
は
両
方

□
高
血
糖

・
空
腹
時
血
糖
値
１
１
０
㎎
／
ｄ
ｌ

以
上

□
の
２
つ
以
上
に
あ
て
は
ま
る
人

新型インフルエンザワクチン補助申請は終了しました
　平成 21 年 11 月から実施していた新型インフルエンザワクチン補助申請は、
４月 30 日で終了しました。平成 22 年度は、発生状況や国の対策動向にもと
づきお伝えします。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
原
因

　
「
メ
タ
ボ
」
の
お
も
な
原
因
は
生
活

習
慣
で
す
。
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り

返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
い
当
た
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

①
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

②
早
食
い

③
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る

④
夕
食
は
寝
る
直
前
が
多
い

⑤
脂
っ
こ
い
料
理
が
好
き

⑥
お
菓
子
を
よ
く
食
べ
る

⑦
ご
飯
や
め
ん
類
を
よ
く
食
べ
る

⑧
野
菜
が
嫌
い

①
歩
く
の
が
嫌
い

②
体
を
動
か
す
の
が
面
倒

③
運
動
が
苦
手

④
移
動
は
い
つ
も
車

Q1・Q2 の両方にあてはまる方

あなたはメタボリックシンドロームです

食生活運　動

完全にメタボの S さん

身
長
１
６
７
㎝　
体
重
１
１
５
㎏　
腹
囲 

１
２
６
㎝
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口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
肺
炎
を
防
ぎ
ま
す

歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」

第
53
回

　

肺
炎
は
が
ん
、心
臓
病
、

脳
卒
中
に
次
い
で
、
死
因

の
第
４
位
を
占
め
、
特
に

高
齢
者
で
そ
の
率
が
急
増

し
ま
す
。
口
の
中
の
衛
生

状
態
は
そ
の
肺
炎
の
発
症

と
も
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

食
べ
物
を
誤
っ
て
気
道
に
入
れ
て
し
ま
い
、
歯
周
病
の
原

因
菌
な
ど
口
の
中
の
細
菌
が
肺
や
気
管
支
に
感
染
す
る
ケ
ー

ス
（
誤ご

え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎
）
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
は
特
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
口
の
中
が
細
菌
の
少
な
い
状
態
に
保

た
れ
て
い
れ
ば
、そ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
健
康
な
と
き
か
ら
、
口
の
中
を
清
潔
に

保
つ
ケ
ア
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
万
一
、
寝
た

き
り
や
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
場
合
も
、
家
族
や
歯
科
医

師
・
歯
科
衛
生
士
の
協
力
で
お
口
の
ケ
ア
を
続
け
た
い
も
の

で
す
。

人吉市
歯科医師会

—

標
準
に
近
い
体
形
で
健
康
そ
う
で
す
ね
。

　
「
一
昨
年
は
体
重
が
77
㎏
も
あ
り
、
腹
囲
も
90
㎝
。
完
全

な
メ
タ
ボ
状
態
で
し
た
」

—

当
時
は
ど
ん
な
日
常
生
活
で
し
た
か
？

　
「
仕
事
の
関
係
で
飲
み
会
が
週
２
回
。
浴
び
る
ほ
ど
飲
ん

で
、
最
後
に
大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
。
晩
酌
は
焼
酎
２
〜
３
合

で
、
つ
ま
み
も
肉
や
揚
げ
物
な
ど
脂
っ
こ
い
も
の
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
運
動
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

—

ど
う
し
て
、
脱
メ
タ
ボ
を
決
心
し
ま
し
た
か
？

　
「
人
間
ド
ッ
ク
で
、
ド
ク
タ
ー
に
『
こ
の
ま
ま
の
生
活
を

続
け
て
い
け
ば
、
糖
尿
病
や
脳の
う
こ
う
そ
く

梗
塞
、
心
疾
患
を
引
き
起
こ

し
早
死
に
す
る
よ
』
と
厳
し
く
注
意
さ
れ
、
家
族
の
将
来
の

こ
と
も
考
え
て
決
心
し
ま
し
た
」

—

具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
「
ま
ず
食
生
活
の
改
善
で
、
腹
８
分
目
を
心
が
け
、
肉
か

ら
魚
中
心
に
し
て
野
菜
を
多
く
と
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ア

ル
コ
ー
ル
も
晩
酌
は
し
ま
す
が
控
え
め
に
し
ま
し
た
。
運
動

は
、
毎
日
最
低
１
万
歩
は
歩
き
、
休
日
は
２
万
歩
歩
い
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
も
行
っ
て
い

ま
す
。
体
重
も
９
㎏
減
っ
て
、
血
圧
が
少
し
高
い
以
外
は
す

べ
て
基
準
値
以
内
に
な
り
、
お
か
げ
で
体
調
も
す
ご
く
よ
く

な
り
ま
し
た
。
体
重
を
あ
と
少
し
落
と
し
た
い
で
す
」

—

メ
タ
ボ
脱
出
を
目
指
す
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
将
来
へ
の
危
機
感
を
も
っ
て
、
強
い
意
思
で
取
り
組
む

こ
と
に
尽
き
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

Ｍさん（48 歳男性）
身長 171㎝　体重 68㎏
腹囲 82㎝

「健康はもちろん引き締まっ
た体型のかっこいい夫、お
父さんを目指しています。」

—

昨
年
か
ら
脱
メ
タ
ボ
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
昨
年
12
月
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
体
重
が
98
㎏
で
血
液
検

査
の
結
果
も
基
準
値
を
オ
ー
バ
ー
。
腹
囲
も
１
1
５
㎝
で
完
全

な
メ
タ
ボ
で
し
た
。
50
歳
近
く
に
な
っ
て
こ
れ
で
は
命
に
か
か

わ
る
と
、
一
念
発
起
し
て
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
」

—

当
時
は
ど
ん
な
日
常
生
活
で
し
た
か
？

　
「
晩
酌
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
食
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
ま
し
た
。
お
か
ず
も
肉
類
や
揚
げ
物
が

多
く
て
、
野
菜
は
あ
ま
り
食
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
規

則
な
生
活
で
夜
ふ
か
し
が
多
く
、
間
食
も
よ
く
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
運
動
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

—

具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
「
ま
ず
、
間
食
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
三
度
の
食
事
で
、

油
を
控
え
た
低
カ
ロ
リ
ー
料
理
を
腹
八
分
目
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
全
く
し
て
い
な
か
っ
た
運
動
も
、
１
日
30
分
は
歩
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
体
重
も
10
㎏
近
く
減
り
ま
し
た
」

—

現
在
の
体
の
調
子
は
ど
う
で
す
か
？

　
「
以
前
は
き
つ
か
っ
た
階
段
の
上
り
下
り
が
楽
に
な
り
ま

し
た
。
朝
も
爽そ
う
か
い快
な
目
覚
め
で
、
持
病
の
腰
痛
も
な
く
な
り

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
12

月
に
予
定
し
て
い
る
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
が
楽
し
み
で
す
」

—

メ
タ
ボ
脱
出
を
目
指
す
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
自
分
で
自
分
の
命
を
縮
め
て
き
た
過
去
の
自
分
を
反
省

し
て
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

Ｈさん（48 歳男性）
身長 169㎝　体重 90㎏
腹囲 105㎝

「なんとか 70㎏まで体重を
落とすように頑張ります。」

メタボ通信簿
わかってはいるけどなかなか難しい「脱メタボ」。
一念発起し、実際に「脱メタボ」を達成した方、「脱メタボ」に
取り組んでいる方にお話を伺いました。
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カ
シ
ャッ

医療のお話し

今月のドクター

小
お ば ら

原　純
じゅんこ

子
保健センター健康増進係

『人吉市民になった
ばかりです。これか
らよろしくお願いし
ます。』

　

帯
状
疱
疹
は
、
人
吉
球
磨
で
は

昔
か
ら
「
た
ん
」「
へ
び
た
ん
」

と
呼
ば
れ
、
痛
み
が
強
く
、
な
か

な
か
治
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

恐
れ
ら
れ
て
き
た
病
気
で
す
。

❶
原　
因

　

そ
の
原
因
は
「
水す

い
と
う痘

帯
状
疱
疹

ウ
イ
ル
ス
」
で
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス

に
は
じ
め
て
感
染
す
る
と
水
痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）
に
な
り
、
全
身

に
水す

い
ほ
う疱

が
で
き
ま
す
。
水
痘
は
１

〜
２
週
間
で
治
り
ま
す
が
、
こ
の

と
き
ウ
イ
ル
ス
全
部
が
死
滅
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
一
部
は
脊せ

き
ず
い髄

神

経
や
脳
神
経
の
中
に
生
き
残
り
ま

す
。
こ
の
残
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が
体

の
免
疫
力
が
低
下
し
た
と
き
、
再

び
活
動
し
始
め
今
度
は
体
内
の
数

本
の
神
経
を
通
っ
て
外
の
皮
膚
に

拡
が
り
水
疱
が
で
き
ま
す
。

❷
症　
状

　

発
疹
が
で
き
る
数
日
前
か
ら
、

前
兆
と
し
て
皮
膚
に
痛
み
が
生
じ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
発
疹

は
少
し
盛
り
上
が
っ
た
赤
い
局
面

が
で
き
て
、
そ
の
上
に
数
個
の
水

疱
が
で
き
ま
す
。
体
幹
の
場
合
、

右
半
分
あ
る
い
は
左
半
分
に
帯
状

に
こ
の
紅
斑
や
水
疱
が
拡
が
る
こ

と
か
ら
、
帯
状
疱
疹
と
名
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス

が
数
本
の
神
経
を
通
っ
て
出
て
き

た
た
め
こ
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
形

に
な
り
ま
す
。

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
強
い

痛
み
、
か
ゆ
み
、
し
び
れ
感
を
伴

い
ま
す
。
ま
た
、
眼
の
近
く
に
生

じ
た
と
き
は
、
視
力
障
害
が
起
き

た
り
、
耳じ

か
い介

の
近
く
に
生
じ
た
と

き
は
、
耳
鳴
り
や
め
ま
い
、
顔
面

神
経
麻ま

ひ痺
（
顔
の
表
情
が
う
ま
く

作
れ
な
い
）
が
生
じ
た
り
し
ま
す
の

で
、
眼
科
や
耳
鼻
咽い

ん
こ
う喉

科
の
受
診

も
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
】

　

帯
状
疱
疹
の
痛
み
は
通
常
１
〜

２
か
月
で
治
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
ま
れ
に
３
か
月
を
過
ぎ

て
も
激
し
い
痛
み
が
消
え
な
い
場

合
が
あ
り
、
こ
れ
を
帯
状
疱
疹
後

神
経
痛
と
い
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹

の
初
期
の
痛
み
は
虫
歯
や
手
術
後

の
痛
み
と
同
様
で
す
が
、
帯
状
疱

疹
後
神
経
痛
に
な
る
と
、
切
断
な

ど
で
失
っ
た
足
の
部
位
に
感
じ
る

痛
み
や
脳
卒
中
後
の
半
身
の
痛
み

と
同
類
で
、
神
経
因
性
疼と

う
つ
う痛
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
頑
固

で
治
り
に
く
い
痛
み
に
な
り
ま
す
。

❸
治
療
方
法

　

で
き
る
だ
け
早
期
に
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

点
滴
用
、
内
服
用
、
外
用
が
あ
り
、

重
症
度
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
重
症
度
の
目
安

と
し
て
は
、
①
高
齢
で
あ
る
こ
と
。

②
が
ん
、
膠こ

う
げ
ん
び
ょ
う

原
病
な
ど
持
病
が
あ

る
こ
と
。
③
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な

ど
免
疫
抑
制
作
用
の
あ
る
薬
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
。
④
眼
科
的
・

耳
鼻
科
的
症
状
が
あ
る
こ
と
。

⑤
痛
み
や
水
疱
の
程
度
が
激
し

く
、全
身
に
点
々
と
水
疱
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
。
な
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
に
は
、
入
院
加
療
も
考

慮
し
ま
す
。
こ
の
抗
ウ
イ
ル
ス
剤

の
治
療
は
、
初
期
の
１
週
間
で
終

了
し
ま
す
。
そ
の
後
は
痛
み
な
ど

に
対
す
る
治
療
が
中
心
と
な
り
、

痛
み
止
め
の
内
服
・
外
服
、
ビ
タ

ミ
ン
剤
、
漢
方
薬
、
抗
う
つ
剤
な

ど
の
内
服
、
低
出
力
レ
ー
ザ
ー
照

射
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
患

部
を
温
め
る
こ
と
で
痛
み
が
か
な

り
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
入
浴
や

カ
イ
ロ
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

❹
感
染
に
つ
い
て

　

と
き
に
、
帯
状
疱
疹
か
ら
水
痘

が
感
染
・
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
帯
状
疱
疹
か
ら
帯
状
疱

疹
が
感
染
・
発
症
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

❺
予　
防

　

帯
状
疱
疹
は
、
免
疫
力
の
低
下

時
に
発
症
し
ま
す
。無
理
を
せ
ず
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

一
番
の
予
防
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
米
国
で
は
60

歳
以
上
の
人
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
近
い

将
来
、
日
本
で
も
認
可
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
に
つ
い
て

人吉市医師会 理事　吉村 浩二

　
「
カ
キ
ー
ン
！
」
城
南
地
区

高
校
野
球
大
会
（
川
上
哲
治

記
念
球
場
）
で
人
吉
高
校
と

球
磨
工
業
高
校
が
対
戦
。
打

球
は
ど
こ
に
飛
ん
で
い
く
？

今月のナイスショット！
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市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。

　

今
年
の
春
は
、
三
寒
四
温
の
気
候

が
続
き
、
洋
服
を
選
ぶ
の
が
大
変
で

し
た
ね
。
と
こ
ろ
で
最
近
、
こ
い
の

ぼ
り
が
元
気
に
泳
い
で
い
る
風
景
を

見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
少
子
化

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
ほ
か
に
も
原

因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
風
物
詩

が
ま
た
ひ
と
つ
消
え
か
か
っ
て
い
る

よ
う
で
少
し
さ
び
し
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
３
月
末
に
消
費
者
庁
の
内

田
長
官
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
長
官
が
、「
ぜ
ひ
、
人
吉
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
人

吉
市
職
員
に
経
過
報
告
を
し
て
ほ
し

い
」と
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
創
設
は
、一
昨
年
、

市
職
員
が
闇
金
業
者
か
ら
脅
さ
れ

て
、
生
活
保
護
者
の
名
簿
を
渡
し
て

し
ま
う
重
大
な
不
祥
事
に
端
を
発
し

て
い
ま
す
。
職
員
の
行
為
は
、
許
し

が
た
い
行
為
で
し
た
が
、
そ
の
職
員

を
事
前
に
救
っ
て
や
れ
な
か
っ
た
わ

れ
わ
れ
に
も
深
い
反
省
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
じ
悩
み
や
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
市
民
を
、

一
人
で
も
多
く
救
わ
な
け
れ
ば
と
思

い
、だ
れ
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
を
、

昨
年
８
月
に
設
立
し
た
も
の
で
す
。

　

長
官
か
ら
は
、「
県
レ
ベ
ル
の
取

り
組
み
を
よ
く
ぞ
人
吉
市
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
の
市

町
村
の
モ
デ
ル
で
す
」
と
、
お
ほ
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

で
も
、
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
市
職
員
は
、
市
民

の
皆
様
方
の
心
強
い
味
方
に
な
っ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

官
公
庁
や
公
園
、
並
木
通

り
に
あ
る
立
派
な
木
や

な
じ
み
の
木
。
で
も
何
の
木
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
目
立

つ
と
こ
ろ
だ
け
で
も
（
樹
木
名

の
説
明
板
な
ど
を
付
け
て
）
わ

か
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

よ
そ
に
行
っ
た
と
き
見
か
け
る

の
で
、
人
吉
も
付
け
て
欲
し
い

な
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

人
吉
市
在
住　
笑
い
上
戸

●

　

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
立

派
な
木
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は

説
明
板
が
付
い
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
確
か
に
付
い
て

い
な
い
も
の
も
多
い
よ
う
で

す
。
豊
か
な
緑
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね

て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し

ず
つ
で
も
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
23
年
度
卒
業
の
東
間

小
学
校
同
級
会
が
３
月

21
日
に
く
ま
が
わ
荘
で
あ
り
、

数
年
ぶ
り
に
出
席
。
30
人
の
出

席
が
あ
り
懐
か
し
く
楽
し
い

も
の
で
し
た
。
球
磨
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
く
ま
が
わ

荘
に
泊
ま
り
、
翌
日
は
妹
と
水

上
村
に
花
見
に
行
き
ま
し
た
が

桜
が
満
開
で
し
た
。
人
吉
球
磨

の
ひ
な
ま
つ
り
も
は
じ
め
て
見

る
こ
と
が
で
き
て
、
充
実
し
た

里
帰
り
で
し
た
。
人
吉
市
内
在

住
の
弟
か
ら
広
報
ひ
と
よ
し
を

送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
在
住　
小
谷
チ
エ
ノ

●

　

同
級
会
で
の
久
し
ぶ
り
の
里

帰
り
、
充
実
し
た
も
の
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
広
報
ひ

と
よ
し
も
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
編
集
部

と
し
て
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

本人確認のため身分証明書を

お持ちください

市民課・税務課・納税課の窓口で、証

明書などを交付請求される際は『本人

確認』を行っておりますので、運転免許

証などの身分証明書をお持ちください。

問合せ　市民課　税務課　納税課
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〒
868-8601　

熊
本

県
人

吉
市

麓
町

16
番

地
http://w

w
w

.city.hitoyoshi.lg.jp/　
　

info@
city.hitoyoshi.lg.jp

☎
（

0966）
22-2111　

ＦＡＸ
（

0966）
24-7869 　安産や健康へのご利益を

願って行われた淡島神社の
「ミニ鳥居くぐり」。子ども
のかわいらしい鳥居くぐり
に、周りから笑顔がこぼれ
ていました。

淡島神社「ミニ鳥居くぐり」
（４/25・老神神社境内）

広
報

ひ
と

よ
し

　
平

成
22

年
５

月
号

　
第

９
１

４
号

編
集
後
記

　

４
月
の
人
事
異
動
で
広
報

担
当
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
〜
５
月
は
行
事
も
多

く
、
取
材
に
追
わ
れ
る
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
自
分

の
文
章
力
の
な
さ
や
写
真
技

術
の
未
熟
さ
に
「
こ
れ
は
ピ

ン
チ
！
」
と
冷
や
汗
を
か
い

て
い
ま
す
。

　

新
編
集
室
の
ス
タ
ッ
フ
は

24
歳
、
35
歳
、
45
歳
の
３
人
。

こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ん
の「
役

に
立
つ
広
報
」
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

追
伸　

広
報
ひ
と
よ
し
は

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
写
真
撮
影

を
お
願
い
し
た
と
き
は
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
う
の
）

編
集
室
か
ら

　

今
回
か
ら
、
日
ご
ろ
子
ど
も
た

ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給
食
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

春
は
タ
ケ
ノ
コ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の

山
の
幸
の
ほ
か
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
え
ん

ど
う
豆
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
ア
ク
や
ク
セ
が
な

い
の
で
学
校
給
食
で
は
い
ろ
い
ろ
な

料
理
に
使
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

豊
富
に
含
ま
れ
、
胃
腸
障
害
に
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
冬
キ
ャ
ベ
ツ

は
葉
が
固
く
甘
み
が
あ
る
の
に
対

し
て
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
柔
ら
か
く

生
食
に
向
い
て
い
ま
す
。
こ
の
料

理
は
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
サ
ッ
と
ゆ
で

て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
え
て
い
ま
す
。

ゆ
で
る
と
同
じ
分
量
で
も
か
さ
が

減
る
の
で
、
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

ま
す
。
栄
養
満
点
で
簡
単
に
で
き

る
こ
の
料
理
、
ご
家
庭
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
に
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

キャベツとジャコのサラダ

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

①チリメンジャコは熱湯にくぐらせ、水気を切っておく。②キャベツは塩ゆでし、千

切り（5㎜程度）にしておく。③キュウリは輪切り（3㎜程度）にし、ふり塩をして水

気を切っておく。④ニンジンは細い千切りにし、ふり塩をして水気を切っておく。⑤コー

ンは缶から出し、汁気を切っておく。⑥調味料をあわせ、①～⑤をあえて出来上がり。

キャベツ（200g）／チリメンジャコ（20g）／キュウリ（120g）／ニンジン（25g）

／コーン缶（小 1缶〈50g〉）

【調味料】酢（大さじ２）／うすくち醤油（大さじ１）／サラダ油（大さじ１）
※調味料は好みで割合を変えてもよい。

【材　料】
（4人分）

【作り方】

レシピ

４月 20日の給食メニュー
・ひのくにパン
・マカロニのクリーム煮
・キャベツとジャコのサラダ
・牛乳
・イチゴ
中学生＝８１７kcal
小学生＝６２０kcal

給食センターでは、普段子
どもたちが食べている給食
の試食ができます。（有料）
詳しくは給食センター

（☎２３– ５０５２）まで


